平成２４年度第３回高知県おもてなし県民会議全体会

委員等発言要旨

日時：平成25年3月25日（月）15:00～16:00
場所：高知共済会館

議事　１平成２４年度　おもてなしアクションプラン推進事業について

議事　２平成２５年度　おもてなし課事業について（案）

【おもてなしトイレについて】

（大西委員）
◆　おもてなしトイレについて、同じ施設で１０数件認定されているところもあるが、必
要なところのトイレがどれだけおもてなしトイレとして認定されているのか。以前は、

ハードルが高く、申請しにくいと思っていたが、大したことはなく、件数さえ増えれば
いいのかと思った。

話は変わるが、今月、商店街の公衆トイレの女子トイレで盗撮事件があった。商店街　

　ではショッキングなニュースとして、皆が重く受け止めている。おもてなしトイレに認

　定されているトイレで、そういった事件が起きるのもいやであり、おもてなしトイレの定義に疑問を最近は考え始め、必要なところにちゃんとしたトイレを設置する方が良いのではないか。
また、できれば次回から資料に決算額を入れたらどうか、どのくらいの事業費か分かるようにしてもらえれば、費用対効果も分かりやすい。例えば、宣伝活動だけではなくて、実際中央公園のトイレを改修するとか、そんなことに使えないのかと思ってしまう。やはり、キーとなるトイレ等を１つ整備するだけの方が効果があるのではないかな思う部分もあるので、そのようなこともこれから考えてほしい。費用対効果も考えていかなければいけないと思った。

（沖委員）

◆　個人的にも、おもてなしトイレのマークを見ることが増え、認定が増えてきていると
思った。県民の方にも知らせるという意味では、マップへの落とし込みはいいと思う。

（林委員）

◆　馬路温泉の前に公衆トイレは、村の建物で、管理は馬路温泉がしているが、毎週月曜

日に村職員や社協の方がボランティアで掃除に来ている。おもてなしトイレの認定の話
があったときに、役場の課長にどうするか訊いたら、「私達は認定されるのは違う。認定
しなくてもいい」とお断りされた。そんな中５００件は多いと感じており、他にも断る
施設等があるのではないか思った。

（松本委員）

◆　おもてなしトイレについて２点聞きたい。申請数５６７件、認定数４９９で認定され

ていない約７０件は単に、チェック項目を満たさなかっただけか。また、県庁自体は認
定されているのか。

（中村課長）

◆　県庁は１階のトイレを認定している。また、認定の分と申請の分と差は、申請は上げ

ているが、まだチェックが済んでいない分との差。認定できなかったトイレは今まで

で４件ある。

【観光案内板等について】

（岡村委員）
◆　観光案内板をまた設置されていが、やはりまだ足りないのか。県の予算でやっている
のか。まだ不足しているのか、手厚くしているのか、現状が知りたい。
市町村の補助金については、産振補助金の執行率が出されていたが、案内板の執行率

も知りたい。要するに、県が旗を振って、市町村がどういう受け止めをして、どういう
活用をしているかも県民に知らせた方が、地域住民に分かりやすいと思う。

（鎌田委員）
◆　いろいろなことをやられており感謝をしている。トイレの看板もところどころに見る
ようになり、大変分かりやすくなっている。

一つ気になっているのが、桂浜の坂本龍馬記念館に上がる道のところの案内板が無い
ので、県外から来た人は龍馬像の方へ行ってしまっている。龍馬記念館の分かれ道にわかるようにしてもらいたい。地元の人は分かっているけれど、県外から来た人はまっすぐそのまま広い道を浜の方まで降りていっているようだ。
また、シェイクハンド龍馬像はヒットだ。空きが無いくらいに人が並んでいる。細か
いところではあるが、大変よくやられており、感謝している。

今度できた映画も、いろいろインパクトがあり、ヒットするのではないかなと期待している。是非試写会など見せていただきたい。
◆　非常にいろんなことによく取り組まれており、これから協力もして、取り組みもして

いきたいと。ホビー館はリニューアルしたので、今後またたくさん来る。車で来る人が

多いが、普段慣れている人でも難しいところがあるので、案内はしっかりできるように
サービスエリア等で地図を渡すなど、今後とも重点的に取り組んでいただき、みんなで力を合わせて、やっていきたいと思う。

（山本委員）

◆　ホビー館へのアクセスについて、安芸商工会議所の研修で、十和とホビー館の方に中

型バスで行ったが、途中でバスの運転手さんが道を間違え、下道の細く危ない橋を渡る

ことになり、私達は降りて歩いて上まで上がった。そういったこともあり、どれくらい

でホビー館につきますというような標識を至急作っていただければと思う。

【タクシーの聞き取り調査について】
（田増委員）
◆　タクシー、ハイヤーに関する聞き取り調査結果で、地理の知識が「良い」が44.2%と半
分以下なのは、タクシーの運転手として致命的と思う。やはりおもてなしタクシーであ
れば、地理の勉強をもう少ししていただきたい。また、今年も勉強会があるかと思うが、
その中に地理の知識や、高知の祭り、イベント、お花の名所等、乗務員さんも勉強をさ
れるような項目がこの中にあればいいと思った。

（戸田委員）

◆　私も地理の知識が「良い」で44%は非常に低いと思う。逆に普通の55.7%はどのような基準で、知っている、知らないなのか、調査の聞き取りの内容が分かればお教えいただきたい。

（中村課長）
◆　地理の知識が普通となっているのは、あまり地理の知識を必要としない状況で、行き

先が駅や空港までで乗られた方はそこが普通となっているかと思う。よく評価で頂くの
は、混んでいて、早く行ける道を通っていただいた場合などに、「良い」に○が入ってい
る。逆に、地理の知識が必要ではなく、そのまま行った方が「普通」と書いている場合
があると思っている。

なお、この調査はおもてなしタクシーだけではなく、全タクシーを対象としている。
（戸田委員）

◆　貸切バスでは、事前に行程が分かるので、地理を調べたり、バスが入れるか、入れな

いか、直接行ってみたりしてから判断する場合がある。調査結果が観光地をあまり知らなくお客様に迷惑をかけているという事であれば、このようなアンケート結果をタクシー会社に知らせ、地理の知識についてタクシー会社が情報として共有されたら、スムーズに行くと思う。

（林委員）

◆　タクシーについて、市内に出て来て、月に２、３回ぐらいタクシーを利用しているが、
すごく感じがいい。愛想が悪いとか、ぶっきらぼうな運転手にも会ったことが無い。観
光で使う人はわくわくして来ているので、その感覚では温度差があると思う。高知の人
間が高知市内でタクシーを使う分には愛想のいい人ばかりで、そんなに苦情があるのが
信じられない。

【おもてなしの気運の醸成について】

（埜口委員）
◆　播磨屋橋でお菓子を売っているが、一昨年の龍馬博以降も観光客はそんなに減ってい

ないと思う。いろいろな取り組みに感謝したい。

おもてなしの気運の醸成については、工夫し、継続していただきたいと思う。その一
　部として、高知市の帯屋町筋など、町ぐるみで連携しながら、おもてなしできるような
イベントなどを組み立てていくというようなことなど、自分たちが創造していくことに
よって、市場も生まれるとも思うので、そういったところも取り組めばいいと思う。
また５月２日に土佐のおもてなしを、播磨屋橋で行うが、商店街も入れるとさらに盛
り上げられ、多くの方に参加してもらう方が一番いい話なので、そういうことを考えて
いけばいいと思う。

【おもてなし一斉清掃について】

（今西委員）

◆おもてなし一斉清掃は時間に余裕を持って連絡を頂ければ、もっと参加する人が増えると思う。

（沖委員）

◆　おもてなし一斉清掃に、私も参加させてもらっているが、土佐おもてなし勤王党も高

知県の広告塔であれば、参加すればいいと思った。

（三宅委員）

◆　一斉清掃について、事前に分かっていれば、ライオンズクラブも動員可能なので、手

前に連絡いただければありがたい。

それから、食事のメニューで英語ということがあったが、韓国語や中国語などの案内

板といったことも必要ではないかと感じた。

【映画「県庁おもてなし課」ロケセットについて】

（植田委員）
◆　ロケセットは、観光客がものすごく喜んで来ると思うが、７月８月の高知の夏はもの
すごく暑いので、ウチワの配布ぐらいで大丈夫か。車を置けず、駐車場から歩いて来な
ければいけないので、反対にいやな気持になるのではないか。ちょっと工夫をしないと
いけないのではないか。

また、「土佐のおきゃく」など、高速の出口など高速を使って来られる方に知らせるの
は、おもてなし課だけではなく、県庁全体としてのおもてなしではないかなと感じた。

（山本委員）
◆　県庁おもてなし課の映画が出来るので、県内を回る旅などのツアーをぜひ積極的に観
光コンベンション協会やＪＴＢなどの旅行会社で進め、高知県がレジャーランド化する
ように期待している。

（三宅委員）
◆　映画「県庁おもてなし課」のポスターを是非、例えば羽田とか、伊丹とか、福岡とか、に張って、ＰＲしていただいたらと思った。

（松本委員）
◆　ロケセットは積極的にコンベンション協会も関わり、県外にＰＲしていく。ロケセットの設置期間が４月２０日から９月２３日と、半年になっているが、仮に大評判となった場合は、延長の可能性は無いのか。

（中村課長）
◆　ガイドの予算や経費等絡んでるが、もしロングランになった場合は、そのような話を
しなければならないかもしれない。状況を見ないといけないが、そうなったらありがた
いと思っている。

（林委員）
◆　馬路温泉にも、小説を読んで映画化の前に来ておきたかったという方、女子のグルー
プ、女子一人旅は最近すごく多い。前日も岐阜県から女子２人、２２歳の方が来てくだ
さり、本当におもてなし課ブームが来ている感じがする。

（埜口委員）
◆　「県庁おもてなし課」の映画を、我々もはりまや橋でＰＲのサポートできるのではな
いかと考えている。

（沖委員）

◆　映画「県庁おもてなし課」は、これからいろいろ話題になり、ホームページ等のアク

セスが増えて来るので、おもてなし課のホームページもロケ地の案内等を載せたり強化

していけば、少しでも誘客につながるのではないか。

（大西委員）

◆　ロケセットでの、撮影自由はいいと思う。ツイッターやフェイスブック、ブログなどで、写真に載せて宣伝してもらえる。
また、県内等で上映キャラバンや、ブルーレイ等発売時に盛り上がったりすると思う

が、ロードショー終了後のロケ地巡りに、ロケセットの公開が終わっていれば何も無い
ということになる。例えば、アカデミー賞の「桐嶋、部活やめるってよ」など、高知が
舞台の作品を撮っても、その後ロケの場所を見に行こうと思っても、そのようなツアー
の情報はほとんど無いので、分からない。ロケセットを残せということではなく、例え
ば簡単に錦戸亮君が「おもてなし課」の看板を持っているビジュアルなども、ジャニー
ズに怒られないように顔出し看板を作って置き、逆にＢ級っぽさを出すなどもありなの
ではないか。

あと、ロケセットの解説や、県内ロケ地の撮影裏話とかあるが、「県庁おもてなし課」

の話だけではなく、「遅咲きのひまわり」や西原さんの映画などの情報を入れては駄目か。

せっかくなら、この数年間でたくさん映画を撮影したことも、もう一度皆さまに知ら

しめるいいチャンスだと思うので、県内外から来た人が「これも高知」と感じられるよ

うなスペースができるようであればいいと思う。
　　また、実際の職員を紹介することもいいのではないか。こういったことをＨＰに載せ
ればいいと思う。
（田増委員）

◆　ロケセットの見学だが、例えば駐車場も有料で置かれて、ロケセットに来るので、龍

馬パスポートにハンコを１個押すなど、何か経費がかからないようなサービスがあると

いいと思う。

香南市の夜須町の手結内港もロケ地になっているので、こちらにも案内板等を設置し

ていただければ助かる。

【おもてなし勤王党について】

（田増委員）
◆　土佐おもてなし勤王党が継続するのは、大変うれしいが、昨年香我美町の田舎の方のイベントのステージにお願いしたところ、ギャラが高く呼べなかった。免除とまでは行かなくても、内容ごとに少し安くなればいいと思う。

【その他】

（河田委員）

◆　国際観光について、去年年末から年始にかけて10日間ミャンマーに行ってきた。

１日１回しか汽車がない山の中であるが、ものすごく欧米人の観光客が来ていた。ドイ

ツ人の女性になぜここまで来るのと聞くと、ガイドブックにトレッキングが載っていた

からと言っていた。そこで、２つ気付いたことがある。

１つはお金。両替しないといけない。高知では四国銀行の本店で換えられるが、銀行

は営業時間が限られているうえ、ものすごく手間がかかる。ホテルでは、泊り客は両替

するが他は駄目である。金券ショップは店によって可能である。両替への対応をしっか

り案内所でガイドしなくてはならない。

２つ目は食事のメニュー。シーボーという山の中の町はだいたい土佐山田とか、安芸

ぐらいの大きさで４、５０年ぐらい逆戻ししたような感じである。埃だらけの道に沿い

に食堂が何軒かあるが、英語のメニューがちゃんと掲示している。英語のメニューを掲示してあるというのは、非常に外国人にとっては行きやすい。高級なレストランであれば、高知も英語のメニューはあるが、居酒屋や、ひろめ市場などにあれば観光客はうれしい。英語のメニューが掲示やさっと出してくれるようになったら、非常に行きやすい。

その２つをこれからまだまだ、充実させないといけないなと思う。まだ高知はミャン

マーよりも外国人観光客受け入れのレベルは低いと感じた。

◆　また、外国人観光客のことになるが、結局、何で情報を得るかと言うと、「地球の歩き
方」。田舎に行くと情報が無いので、結局「地球の歩き方」を見て行く。日本人も外国人
も同じ内容のガイドブックなどを見て来るから、だいたい行く食堂や泊っているゲスト
ハウスは決まるのでそこへ行けば、外国人ばかり。ネット情報はほとんどあてにならな
い。だから、「地球の歩き方」みたいなものにアプローチして、そこに載ると、
どっと来るということになるということと強く感じた。

（戸田委員）

◆　観光客の満足度の向上というのが一番重要。２６年度に向けて、２５年度もアンケー

ト等を行っていかれると思うが、こちらの方にもその情報（アンケート結果）を頂きたい。

（岡村委員）
◆　観光特使を、更新しないことは大いに賛成。マンネリ化しないようにやっていくのは
いいことだと思う。ただ、どうやって断るのか。反発されたりするかもしれないので、

断り方を気をつけないといけないと思う。

また、おもてなしタクシーのアンケート結果は、悪いという評価がこれほど少ないの
に、まだおもてなし向上をしないといけないのか。何をこれから求めているのか。今ま
でタクシーの運転手の対応について評判が悪いという前提で、議論をしてきたと思うが、
このアンケートだけを見ると、よく見える。これだけ褒められているのに、利用者がい
ないのかというギャップもすごく感じるので、その辺も解消していく手立てがあればと
思う。

（山本委員）

◆　ＪＲの駅の構内で、花が全く無く、草ぼうぼうのプランターなどがあった。おもてな

しという意味では、普段から目につく所は、花を植えるなり、草を引くなり必要。草を

引くだけでは、せっかくのプランターが用をなさないので、きれいな花で、お客の皆様

をお迎えするように、県の方からも呼びかけていただけたらと思う。見たのは一か所だ

けだが、駅は市や町の玄関口でもあるで、プランターがあるのなら、お花を絶やさない
ように呼びかけをしたらいいのではないか。

（今西委員）
◆　私はロケセットでガイドをさせてもらう予定なので、いろんなロケ地や観光地につな
がるガイドをしていきたいと思う。情報があったら、教えてほしい。

また、観光ガイド育成事業、この間、西部地域の研修があったが、講師から知らない
ところで子供たちがあいさつをしてくれることがうれしいという話があった。以前、お
もてなし事業の中で、手を振り隊とか、あいさつ運動とかあった。難しい時代なので知

らない人にあいさつなどをしてはいけない場合もあるが、子供たちにもおもてなしの気
持ちなどを小さいときから持てればいいと思った。
＜質問に対する回答＞（中村課長）

【おもてなしトイレ予算について】

◆　おもてなしトイレの来年度の予算は、専用のスタッフ１名を１年間雇用するための人

件費およびスタッフを管理者の人件費が約２９０万円、その他認定のシール等の作成費

用等、合計３８９万円。

　　募集等の広報費用はなく、ホームページなどで自前で広報する。
【観光案内板の必要性について】

◆　観光案内板については広域観光案内板が１０００万、市町村への補助金が１２００万。
毎年ほぼ全額消化しており、市町村の方もかなり要望が出て来ている。今年度も満額執

行した。

事業の必要性として、取り組みの指標としているのが、観光客の方の満足度調査の中

で、観光案内板の満足度が、だいたい５０パーセント台で、平成２３年度も５３パー
セントと平成１９年度から延びていない。例えば宿泊施設の満足度は７割を越えている。

食は、７割を越えているが、そこまで届いていないのがタクシーとトイレ、観光案内板
であり、こういったものが４０パーセント台、５０パーセント台と不便を感じる部分は
まだまだ観光客の中にある。トイレ、タクシー、観光案内板は引き続きやっていき、い
かに上がっていくのか、継続していく中でも見ていきたいと思っている。

【映画「県庁おもてなし課」のホームページについて】

◆　映画に関するホームページについては、３月末にコンベンション協会の「よさこいネット」方という観光案内のホームページに、特設のホームページを立ち上げる予定になっている。その中で、本物のおもてなし課のやっているのこと、おもてなし課の映画の紹介、県内のおもてなしの達人のインタビュー、ロケ地の紹介等を載せ、またそれも充実させていく形で楽しんでいただきたい。

【ホビー館の案内について】

◆　ホビー館のご案内については、地域観光課が施設の充実等の補助金を拠出しており、
アクセスについても充実させる話しを聞いている。順次改善されると思っている。

【ロケセットについて】

◆　ロケセットの暑さ対策については、ロケセットは渡り廊下なので冷暖房がない、７月、
８月はご指摘のとおり暑いが。ただ、滞在時間は２０、３０分ぐらいではないかと思っ
ている。高知城なども上の方は冷暖房は無いのでうちわ等で対応したいと思っている。

　　うちわは来ていただいた方に、楽しんでいただけるようなノベルティとしてお渡しし

たいと考えている。

【おもてなし一斉清掃について】

◆　一斉清掃について、早めの連絡はきっちりとさせていただきたい。

【ロケ地マップについて】

◆　ロケ地を巡るためのロケ地マップは、コンベンション協会で今年度３６万部作る予定。全国の映画館で手配りでの配布や、もちろん県内の観光施設など関係箇所でもお配りする。また、有川浩さんの「県庁おもてなし課」の文庫本が４月に発売され、全国の１２００店舗での有川フェアでロケ地マップを置かせていただけることになっており、書店でのＰＲもかなりされるのではないかと思っている。

（楠瀬会長）
◆　閉会のごあいさつを申し上げたい。井手憲文長官が３月３１日に記者会見を行い、新
年度はインバウンドより、国内観光を支える施策に重点を置くという方針を発表された。

いわゆる国民の国内流動増加を促進、また障害者や高齢者の観光旅行をサポートし、外
出の機会を広げていきたい、いわゆるユニバーサルツーリズムの点も言われていた。さ
らに観光行政は各省庁、部署の協力がたいへん薄く孤独であるので、他の省庁でも協力
してもらえるような形に持って行きたいと言っていた。
地方自治体でも同じであり、観光行政は他の部署が比較的協力をしてくれない場合が
多いと言われていたところであるが、来年度の国の観光行政の方針であるように伺った
おもてなし県民会議は６年目を迎えるが、高知県のおもてなしというものは我々がや
らなくて誰がやるかという点を認識頂きたい。いつまでも行政に頼っていては駄目。

民間、あるいは県民全体がおもてなし気運を盛り上げ、高知県の観光振興に寄与してい
くことが、県民会議の大きな役割ではないかと思っている。そういう意味で、どう取り
組んでいくか、新しい提案をしていただくようにお願いした。私どもはおもてなしのプ
ロだという点を自認していただき、新しい観光行政への協力をしながら、県民運動を進
めていきたい。ただし、今、高知県で足りないことは、「歓迎」という言葉がついていな
い。龍馬の休日、わざわざ四国に行こうではなく、歓迎という言葉を入れないといけな
い。やはり観光客に行ったら、喜んで迎えていただいているということを印象させてい
ただくことが非常に大事。そういうことも含め、おもてなし課に来年度の事業を進めて
いただくようにお願いを申しあげる。
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